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出
版
編
集
室
よ
り

「
紙
の
本
」
づ
く
り

白
　
石
　
恵
　
理

日
文
研
の
出
版
活
動

日
文
研
に
は
出
版
編
集
室
が
あ
る
。
芝
生
が
広
が
る
「
回
廊
の
庭
」

に
面
し
た
一
室
で
、
野
鳥
の
声
を
聞
き
、
四
季
折
々
の
風
や
光
を
背
に

受
け
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
文
字
と
共
に
過
ご
し
て
い
る
。
仕

事
は
大
き
く
分
け
て
、「
作
る
」
こ
と
と
「
届
け
る
」
こ
と
の
二
つ
。
論

文
原
稿
を
整
理
・
編
集
・
校
正
し
、
印
刷
会
社
の
協
力
を
得
て
印
刷
・

製
本
後
に
刊
行
す
る
（
＝
作
る
）。
そ
し
て
出
来
上
が
っ
た
本
を
、
日
本

国
内
お
よ
び
世
界
各
国
へ
発
送
す
る
（
＝
届
け
る
）。
も
ち
ろ
ん
そ
の

過
程
に
は
、
出
版
編
集
室
の
三
名
の
ス
タ
ッ
フ
に
加
え
、
編
集
責
任
者

と
な
る
先
生
方
、
執
筆
者
、
外
部
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
翻
訳
者
、
所
内
の

財
務
・
総
務
・
広
報
担
当
ス
タ
ッ
フ
な
ど
多
く
の
人
々
の
協
力
が
欠
か

せ
な
い
。
編
集
・
校
正
は
時
に
孤
独
な
作
業
を
伴
う
が
、
一
冊
の
本
を

期
限
内
に
仕
上
げ
る
に
は
効
率
の
よ
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
鍵
と
な
る
。

出
版
編
集
室
が
制
作
を
担
当
す
る
出
版
物
に
は
、
定
期
刊
行
物
と
し

て
『
日
本
研
究
』（
年
二
回
発
行
、
日
本
語
）
とJapan R

eview

（
原

則
年
一
回
発
行
、
英
語
）
の
二
誌
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
日
本
研
究
に

関
す
る
公
募
原
稿
を
専
門
家
に
よ
る
査
読
を
経
て
掲
載
す
る
学
術
論
文

誌
で
あ
る
。
他
に
、「
日
文
研
叢
書
」、“N

ichibunken M
onograph ”

（
英
文
単
著
）
シ
リ
ー
ズ
、
研
究
協
力
課
と
連
携
し
て
制
作
し
て
い
る

国
際
研
究
集
会
や
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
書
、『
世
界
の
日
本
研

究
』
等
を
合
わ
せ
、
年
平
均
一
五
冊
ほ
ど
を
刊
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

共
同
研
究
成
果
を
商
業
出
版
す
る
際
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
日
本
語
の
基
礎

文
献
を
世
界
各
国
の
言
語
に
翻
訳
し
出
版
す
る
活
動
へ
の
協
力
（「
日

文
研
翻
訳
出
版
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）
も
行
っ
て
い
る
。

す
べ
て
非
売
品
で
あ
る
日
文
研
発
行
の
新
刊
は
、
毎
年
、
前
半
と
後

半
の
二
回
に
分
け
て
、
国
内
一
，
〇
〇
〇
件
と
海
外
（
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
北
米
、
南
米
、
ア
フ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
）
一
，
五
〇
〇
件

の
合
計
二
，
五
〇
〇
件
、
年
間
の
べ
五
，
〇
〇
〇
件
の
大
学
図
書
館
・

研
究
機
関
・
個
人
に
寄
贈
さ
れ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
特
定
の
出
版
物
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
入
手
を
希
望
す
る
機
関
や
研
究
者
に
対
し
て
は
、
在

庫
事
情
が
許
す
限
り
、
日
に
数
件
ず
つ
個
別
に
送
付
し
て
い
る
。

日
文
研
出
版
物
の
特
色
と
傾
向

日
本
の
歴
史
や
文
化
に
関
わ
る
内
容
で
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究

分
野
・
テ
ー
マ
を
懐
深
く
受
け
入
れ
る
日
文
研
ら
し
く
、
本
の
タ
イ
ト
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ル
や
掲
載
論
文
の
研
究
対
象
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。「
植

民
地
」「
帝
国
日
本
」「
近
代
の
超
克
」「
概
念
と
知
の
再
編
成
」「
東
洋

意
識
」
等
の
言
葉
が
近
年
の
タ
イ
ト
ル
に
目
立
つ
一
方
、
例
え
ば
、

『
日
本
研
究
』
やJapan R

eview

に
は
、
一
般
に
「
メ
デ
ィ
ア
文
化
」

「
大
衆
文
化
」
と
称
さ
れ
る
映
画
・
テ
レ
ビ
・
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
・

ネ
ッ
ト
等
を
テ
ー
マ
と
す
る
論
文
投
稿
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、

テ
ー
マ
と
は
別
に
投
稿
者
の
内
訳
を
み
る
と
、
中
国
・
台
湾
・
韓
国
等

を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の
応
募
が
非
常
に
活
発
で
あ
る
。
こ
れ

は
京
都
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
や
日
文
研
の
外
国
人
研
究
員
全
体
に

占
め
る
最
近
の
比
率
と
も
合
致
す
る
。

こ
こ
五
年
ほ
ど
の
流
れ
と
し
て
、
日
文
研
の
出
版
物
は
多
言
語
化
の

傾
向
を
ま
す
ま
す
強
め
て
い
る
。
日
英
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
国
語

（
簡
体
字
・
繁
体
字
）・
ハ
ン
グ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
語
に
加
え
、
論
文
中
の

文
献
に
は
ド
イ
ツ
語
や
ロ
シ
ア
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
な
ど
も
登
場
す

る
。
ま
た
、Japan R

eview

や“N
ichibunken M

onograph ”
シ
リ
ー

ズ
な
ど
、
英
文
図
書
の
刊
行
が
常
と
な
り
、
日
英
両
方
の
編
集
・
校
正

能
力
が
当
然
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
ル
チ
言
語
掲
載
の
動
き

に
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
、
そ
の
編
集
体
制
作
り
が
近
い

将
来
の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

そ
の
他
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、“N

ichibunken M
ono-

graph ”

シ
リ
ー
ズ
を
海
外
の
大
学
出
版
会
や
商
業
出
版
社
と
共
同
出

版
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。
国
に
よ
っ
て
契
約
方
法
や
経
理
シ
ス
テ

ム
が
異
な
る
た
め
、
財
務
担
当
ス
タ
ッ
フ
に
は
多
大
な
苦
労
を
強
い
て

お
り
、
手
続
き
や
評
価
の
点
に
課
題
は
残
る
。
し
か
し
、
一
冊
の
本
を

国
の
違
い
を
超
え
て
共
同
編
集
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
刺
激
的
で
、
各
国
の

出
版
事
情
を
知
る
好
機
で
も
あ
り
、
出
版
と
い
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
新

た
な
交
流
を
促
進
す
る
大
切
な
営
み
だ
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
本
づ
く
り

創
設
以
来
、「
紙
の
本
」
と
い
う
新
し
い
呼
び
名
が
定
着
し
た
印
刷

冊
子
体
を
一
貫
し
て
制
作
・
発
行
し
続
け
て
き
た
日
文
研
は
い
ま
、
電

子
化
の
潮
流
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
、
全
出
版
物
の
う
ち
、
著
作
権
者
の
許
可
を

得
た
論
文
に
つ
い
て
は
す
べ
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
公
開
し
、
電
子
書
籍
形
式
で

の
閲
覧
も
可
能
に
し
た
。
特
に
欧
米
の
研
究
者
か
ら
電
子
公
開
は
好
評

を
得
て
い
る
。
一
方
、
印
刷
媒
体
を
根
強
く
望
む
大
学
図
書
館
や
研
究

者
も
少
な
く
な
い
。

こ
こ
数
年
、
所
内
で
も
、「
紙
」
と
「
電
子
」
を
め
ぐ
り
議
論
が
沸

騰
し
て
い
る
が
、
個
人
的
に
は
、「
紙
」
か
「
電
子
」
か
の
二
項
対
立

で
は
な
く
、「
紙
」
も
「
電
子
」
も
の
共
存
を
上
手
に
図
る
工
夫
が
必
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要
だ
と
考
え
て
い
る
。
社
会
の
動
き
を
見
て
も
、
ど
ち
ら
か
に
特
化
す

る
事
態
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ま
で
発
行
し
て
き
た
出
版

物
を
い
ま
一
度
、
シ
リ
ー
ズ
ご
と
に
一
冊
ず
つ
、
そ
の
内
容
を
丁
寧
に

見
直
し
、「
紙
」
と
「
電
子
」
ど
ち
ら
の
媒
体
が
よ
り
相
応
し
い
か
を

吟
味
し
た
上
で
、
今
後
の
適
正
な
印
刷
部
数
を
検
討
す
る
段
階
に
き
て

い
る
と
思
う
。

本
づ
く
り
は
、
手
間
と
時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
る
贅
沢
な
作
業
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
印
刷
物
は
、
数
量
と
し
て
は
あ
る
程

度
淘
汰
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
企
画
内
容
や
装
丁
・
デ
ザ
イ
ン
に
は
こ

れ
ま
で
以
上
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

夏
の
雲
消
え
て
も
残
る
紙
の
本

（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー 

資
料
課
　
出
版
編
集
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
員
）


